
いま、なぜ「ＥＴＦ」なのか？

や
式
株
に
的
界
世

昇
上
が
産
動
不

　

人
本
日
「

は

融
金

低
い
」

の
と

見
意

す
ま
り
あ
が

。

し
か
し

私
、

は

は
う
そ

思

ん
せ
ま
い

。

ル
ブ
バ

済
経

の
絶

期
壊
崩
↓
頂

に

本
日
、

の

人
個

の
多

は
く

地
土

を
売
り

金
貯
預

に
回

た
し
ま
し

反
。

対
に

業
企
、

は
ど
な

地
土

を
買
い
集

ま
め

す

後
直
。

の

半
前
代
年
０
９
９
１

は

激
急

に

高
円

も
進

た
し
ま
み

。

の
こ

間
の

資
投

動
行

を
振
り
返

動
不
有
保
、

産
を

格
価

売
り
抜
け

替
為
、

い
な
の
ク
ス
リ

産
資
円

に

金
資

し
ト
フ
シ

た

本
日

の

人
個

が

解
正

す
で

。

　

降
以
年
０
０
０
２

の

本
日

は

的
本
基
、

の
ノ
モ
に

段
値
が
下

レ
フ
デ
る
が

済
経

あ
で

り
「、

・
ズ
イ
・

グ
ン
キ

金
現
（

が

」）
強
最

た
し
で

。

も
で
こ
こ

本
日
の
個

人
は

資
投
式
株
、

り
よ

金
貯
預

を

視
重

し

ご

知
存

の
方
も
多

。

の
で
ル
バ

格
価
産
資

の

昇
上

は
、

降
以
年
７
１
０
２

く
ら
ば
し
も

続

と
く

見

す
ま
い
て

。

す
ま

本
日
。

の

人
個

は

的
覚
感
、

な

融
金

優

も
と
る
い
て
れ

言

す
ま
え

。

　

は
で

、

か
う
ど
は
ら
か
れ
こ

欧
米
日
。

の

行
銀
央
中

が

例
前

い
な
の

模
規

で

融
金

和
緩

を
続

た
け

響
影

で

模
規
球
地
、

で
俯ふ

瞰ん
か

と
る
す

在
現
、

は

資
投

る
い
て
れ

態
状

す
で

。

の
そ

部
一

が

国
米

ど
な

国
進
先

の

式
株

や

国
興
新
、
産
動
不

券
債

に
ど
な

流
れ
込
み
、

な
ま
ざ
ま
さ

資

産
の

格
価

が

昇
上

す
ま
い
て
し

株
国
米
。

式
は
、

プ
ン
ラ
ト

氏
が

選
領
統
大
米

に
勝

利

た
し

後
も

値
高
最
日
連

を

国
米
。
新
更

や

本
日

の

場
市
産
動
不

の

況
活

は
り
ぶ

、

気
人
）
託
信
資
投
産
動
不
（
Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｒ

で

　　　　　　　　　　　　　       　2016年は、Brexit（英国ＥＵ離脱）や
        米国大統領選挙など時代の変わり目を印象づける出来事が相次いだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本に住む私たちも、この機会に
　　　　　　　　　　　 　資産づくりの考え方を見直した方がよいだろう。

マネックス証券代表取締役会長CEOの松本大さんに、
 これからの資産運用のヒントとその中でETFを

活用する意義を教えていただいた。

「

昇
上
の
格
価
産
資

」と「

安
円

」を

す
か
活
に
り
く
づ
産
資

新トレンド

松本 大さん
Oki Matsumoto

マネックス証券
代表取締役会長CEO
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で
安
貨
通

る
が
上
が
ト
ス
コ
活
生

　

う
も

一

の
つ

目
注」

安
円
「

す
で

。

プ
ン
ラ
ト

大

生
誕
領
統

対
し

為
、

場
相
替

は

米
「

ル
ド

」
安
円
・
高

で

応
反

た
し
ま
し

後
今
。

は

権
政
新
、

の

的
極
積

な

出
支
政
財

で
ど
な

利
金
米

が
上

と
る
が

の
読

ら
か
み

資
投
、

米

ル
ド

買

の
い

動

を
き

強

す
ま
い
て
め

多
。

の
く

日

」
円
「

に
対

る
す

力
圧
却
売

わ
じ
わ
じ
が

強

る
ま

貨
通
軸
基
、
方
一

の
米

や
ル
ド

人

国
加
増
口

の

貨
通

の

値
価

が
高

と
こ
る
ま

が

想
予

す
ま
れ
さ

。で」
品
商
格
規
「

や
し
討
検
較
比

い
す

　

に
う
よ
の
こ

私

ち
た

人
本
日

は

資
「、

格
価
産

の

」
昇
上

と

」
安
円
「

の

代
時

の

口
入

に
立

分
自
。

の

活
生

を

守

も
に
め
た
る

成
形
産
資
、

の
考
え
方
を

直
見

ん
せ
ま
れ
し
も
か
い
よ
が
う
ほ
た
し

。

金
資
全

を

座
口
金
貯
預

に
入

で
ま
ま
た
れ

は
、

の
ノ
モ

段
値

の

昇
上

け
い
て
い
つ
に

い
な

恐

す
ま
り
あ
が
れ

安
円
。

が

・
行
進

着
定

ば
れ
す

格
価
産
資
、

の

昇
上

ク
ス
リ

に
ら
さ
は

高

。

　

者
心
初
資
投

が

品
商
融
金

を
探

き
と
す

は

組
仕
①
、

や
り
か
わ
で
ル
プ
ン
シ
が
み

い
す

料
数
手
②

が
安
い

売
③

き
と
い
た
り

も
で
つ
い
に

却
売

る
き
で

―
―

の

件
条
３

ら
か

絞
り
込

す
で
め
す
す
お
が
の
む

長
。

期
の

産
資

で
り
く
づ

用
活

ら
な
る
す

第
、

４
の

件
条

て
し
と

資
投
散
分
際
国
「

し
を

い
す
や

」
を
加

外
以
本
日
。

の

産
資

も
に

広
幅

く

資
投

で
と
こ
る
す

、

外
海

の

昇
上
格
価
産
資

や

外
以
円

の

貨
通

高
の
響
影
を
「

の
ス
ラ
プ

資
投

」

て
し
と

産
資

に
り
く
づ

活

で
が
と
こ
す
か

す
で
ら
か
る
き

。

　

の
こ

件
条
４

に

致
合

る
す

向
人
個

の
け

品
商
融
金

は
て
し
と

Ｆ
Ｔ
Ｅ
、

や

投
募
公

）
場
上
非
（
託
信
資

が
挙

す
ま
れ
ら
げ

。

　

に
く
と

Ｆ
Ｔ
Ｅ

は

場
市
式
株
、

に

場
上

る
い
て
し

」
品
商
格
規
「

で

券
証
京
東
、

所
引
取

の
ど
な

一
統

運

績
成
用

や

去
過

手
入

た
る
き
で

め

討
検
較
比
、

う
い
と
い
す
や
し

徴
特

が

す
ま
り
あ

託
信
資
投
募
公
。

は

象
対
資
投

場
市

が
閉

後
に

段
値

が
決

の
る
ま

で
格
価
が
定
確

い
な
い
て
し

階
段
で

・
入
購

却
売

を
申
し
込

が
す
ま
み

Ｆ
Ｔ
Ｅ
、

リ
は

ム
イ
タ
ル
ア

買
売

め
た
る
き
で

○
○
「、

円

ら
か
だ

買
う

売
（

る
」）
と

断
判
資
投

に

分
自

の

思
意

り
よ
を

映
反

す
ま
き
で

。

　

所
引
取
券
証
京
東

は
に

国
各
、

の

、
式
株

産
動
不
、
券
債

か
ほ
の

中
界
世
、

の

式
株

や

券
債

に

資
投
散
分

の
も
る
す

属
金
貴
、

や

油
原

ど
な

場
市
品
商

に

動
連

る
す

Ｔ
Ｅ

Ｆ

す
ま
り
あ
も

初
最
「。

の

」
本
１

は
、

分
自

集
収
報
情

や
し

い
す

産
資

の

Ｆ
Ｔ
Ｅ

ら
か

選

は
て
み
で
ん

。

本
の

人
個

は

」
安
円
「、

と
聞

と
く

元
足

の

益
差
替
為

と
結

て
け
つ
び

資
投

の
追
い

風

が
す
で
ち
が
え
ら
と
と

、

う
も

少
し
長

期

と
る
め
が
な
で
ン
パ
ス
の

、

う
そ

喜
ん

ん
せ
ま
れ
ら
い
も
り
か
ば
で

。

　

安
円

と
る
な
に

私
、

ち
た

人
本
日

の
生

活

は
ト
ス
コ

昇
上

す
ま
し

。

、

品
製
業
工
、
料
食

の

料
材
原

ど
な

本
日
、

の

動
活
済
経

は

外
海

の
ら
か

入
輸

す
で
ス

安
円
。

で

格
価
入
輸

が
上

ば
れ
が

、

れ
ず
い

格
価
費
消

に

嫁
転

れ
さ

広
幅
、

い

・
品
商

上
値
「

げ
」

る
な
と

。

　

本
日

の

少
減
口
人

は
、

の
こ

安
円

レ
ト

に
ら
さ
を
ド
ン

速
加

と
る
せ
さ

考

す
ま
え

。

例

ば
え

京
東
、

の

宅
住

が
高
く

方
地
、

の

件
物

が
安

は
の
い

」
度
中
集
口
人
「

が
大

く
き

響
影

す
ま
い
て
し

。
お
金
は
人
が
集

に
ろ
こ
と
る
ま

向

う
か

向
傾

り
あ
が

人
、

積
集
口

の
高
い

所
場

の

産
資

は
上

る
が

傾

向
が

受
見

す
ま
れ
ら
け

対
反
。

に

口
人
、

少
減

が
著

い
し

域
地

の

産
資

は
に

性
来
将

く
な
が

気
人
、

が

迷
低

す
で
ち
が
し

。

　

模
規

で

瞰
俯

と
る
す

、
す

に
で

面
局
少
減
口
人

に
入

本
日

に
対
し

資
投
、

第
次

に

離
距

を

取

期
長
。

は
で

、

日本人の資産形成は転換点を迎えている

預貯金だけでは資産が目減りする可能性

生活防衛のためにも、
ETFなどを活用した資産づくりの検討を

さまざまな資産の
価格が上昇

▶米国株高
▶不動産市場の活況……など

長期的には
「円安」傾向に

▶米国金利の上昇
▶日本の人口が減少……など1

P A R T

  

る
知
を
本
基
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